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論 文 内 容 要 旨
脳の感覚情報処理系の基本的な特徴の一つは,大きく分けて対象の分析を行う分析系と,対象の評価を行 う
評価系から構成 される並列的な情報処理機 構にあると考えられる,情報は両系により並列的に処理され,特に,

















































































生物の持つ自律的で柔軟な認識機能 を工学的に実現す るには,脳の情報原理を基盤 とした情報処理機
構を明らかにすることが必要になる,柔軟な認識には外界か らの情報を分節化 して表象 を作 り出すだけ
ではなく,そ の意味的な処理を行 う機構が本質的である.脳 は機能的に分化 した多数の領野から構成 さ
れており,各 領野が関連 して活動 していると考えられているが,そ れ らの関連は明らかではない.
著者 は下等動物であるヤマナメクジが古典的条件付けでは高等動物 と同 じ高次機能 を持っことに着
目し,脳神経節の全領野の活動を光学的に測定す ることによって,嗅 覚情報処理の時空間ダイナ ミクス
を明 らかにす る研究を行った.本 論文は これらの成果 を取 りまとめたもので,全編6章 からなる.
第1章 は序論であ り,ナメクジを含む陸棲軟体動物の嗅覚認識における行動学,解剖学,生 理学的知
見を取りま とめるとともに,嗅覚認識過程においては情報の分析的機能をつかさどる情報経路 と情報の
評価を行 う情報経路の2経 路が本質的に重要であることを指摘 してい る.
第2章 は,嗅 覚情報の入力経路である大触角経路 と小触角経路か らの入力を電気刺激により与えた際
の脳神経節での応答を電気生理学的に測定 している.機能的に分化 している両触角からの入力 に対す る
応答の時間構造や応答強度の特性 を明 らかに した.これは,脳神経節での嗅覚性入力 とその応答を考 え
る上で有用 な知見である.
第3章 では,脳神経節での嗅覚情報処理時の時空間ダイナ ミクスを知 るために,大触角経路 と小触角
経路か ら電気刺激を与えた際の脳神経節応答 を時空間パターンとして光学的に測定 している.その結果,
匂い認識において分析的な機能を担 う前脳葉領域 と評価的な機能を担 う後脳葉領域を確定 した.後脳葉
領域は前脳葉領域 と比べて短潜時であること,触角入力の違いに応 じた応答の時空間パターンの違いは
前脳葉では認められず,後 脳葉のみに認め られ ることを明 らかに した,これ は,脳神経節での嗅覚情報
処理において,匂 い評価処理が分析処理に先行 して行われること,さ らには,触 角入力により評価系の
挙動が異なることを示 してお り,重要な成果である.
第4章 では,第3章 で述べた脳神経節の時空間ダイナ ミクスの神経回路 としての基盤 を明 らかにする
ために,大 小触角か ら脳神経節への入力経路を解剖学的に示 した.そ の結果,両 触角か らの入力経路 ・
部位において,前 脳葉には大きな違いが認 められないものの,後脳葉領域では違いが認められた.こ れ
らは脳神経節への入力経路の実体を知 る上で有用な知見である.
第5章 では,第2章 か ら第4章 までで得 られた結果から,応答の起源や脳神経節全体としての嗅覚情
報処理について考察を行っている.大触角か らの入力がまず価値系である後脳葉 を活動 させ,そ の後大
触角は匂い源 の定位 と価値系による行動 を誘起 させ る.小触角か らの入力 も後脳葉の価値系を駆動 した
後に記憶依存の行動を誘起するとい う嗅覚情報処理機構における重要な提案 をしている.
第6章 は,結 論である.
以上要す るに本論文は,脳 の嗅覚情報処理において,情 報の時間的および空間的経路を明 らかに し,
情報のシンポル とその意味的な関連を明 らかにすることによって,柔軟な情報処理の基本的な処理機構
を明らかにす るとともに,こ のメカニズムに基づいた柔軟な情報システムへの展望を拓いた もので,生
体システム工学,情 報記憶工学の発展に寄与するところが少な くない.
よって,本 論文は博 士(工学)の学位論文 として合格 と認 める.
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